安全靴工業会の２２年度の事業計画の一つである、ISO20344～20349のＪＩＳ化に向けての調査研究，および安全衛生総合研究所との共同研究の一環として、経済産業省平成２３年度標準化推進事業に申請し、今回、環境生活分野としてのテーマに採択されました。テーマ名および概要は下記のとおりです。
テーマ名：　「安全靴・作業靴の耐滑性能に関する試験方法及び評価方法に関するＪＩＳ
　　　　　　　の開発」
予定事業期間：　平成２３年度～平成２５年度
研究概要：
平成２１年度における労働災害事故の型別死傷災害発生状況では、転倒災害がトップであり全災害の約20%(24,792件)を占めている。　(資料1)
また平成18年以降の傾向としては、全災害件数が低減傾向にあるのに対して転倒災害はほぼ横ばいで推移(全災害における転倒災害の比率が増加)しており、早急な対策が望まれている。(資料2)
更に、転倒災害の状況としては「滑り」による転倒だけではなく、「つまずき」による転倒も指摘されており、今後は製造業を中心に労働者の高齢化が一層進むと予測されるなか、特につまずきによる転倒対策も急ぎ必要である。
現行のJIS T 8101:2006(安全靴)の規格において、耐滑試験方法は規定されているが、これは水・油に対する耐滑性の試験方法であるため、氷・粉などの他の滑り要因については評価できず、また｢滑り｣とは形態が異なる「つまずき」に対する評価はできないので、これらの試験.評価方法の早急な確立・規格化を図りたい。
したがって、まずは氷・粉を含む様々な条件(要因)における「滑り」や「つまずき」に対する耐滑性を正しく試験・評価できる方法を確立し、それを受けて上記安全靴のJIS規格の中で耐滑性の性能を明確に規定していく計画。
今後の転倒災害の低減に向けて、これらの規格化が果たす役割は少なくはないと考えられることから、規格化に向けた早急な実施が必要である。
当該調査研究では、安全靴・作業靴の靴底の「滑り」及び「つまずき」について、床面との関係において(様々な条件で)各種耐滑試験を実施しつつ、実際の使用状態と最も合致する試験方法とその評価方法を開発し、JIS規格を策定する。
なお、規格にあたって、以下を検討。
･ 従来の水・油に対する耐滑性に氷上・粉体に対する耐滑性を追加して検討
･ 従来の「滑り」に対する耐滑性に「つまずき」に対する耐滑性を追加して検討
･ 主な床材に対する耐滑性を追加して検討
ISO 20344:2004(個人用保護装備-履物の試験方法)でも2007年に追加規格として耐滑性の試験方法が規定されたが、その後もISO/TC94/SC3(安全靴)で試験方法の修正検討が続いており、まだ確立された試験方法とはなっていない。
したがって、この時期にまずJIS規格としての耐滑試験方法を確立すれば、4年後にはISO/TC94/SC3へ日本案を提示できることも今後は期待できると考えられ、今回の検討を通して本分野での人材育成が図れるという波及効果的メリットも期待できる。
平成２３年度計画：
①水・油・氷・粉の床条件における耐滑データの収集
②製造現場での主な床の材質、形状の違いによる耐滑データの収集
③「滑り」及び「つまずき」に関する国内外の耐滑試験方法の検討
④中間報告
当該調査研究事業実施にあたっては、社団法人日本保安用品協会を統括管理事務局とし、学識経験者、独立行政法人労働安全衛生研究所（試験機関），使用者、安全靴工業会、安全靴メーカー等で構成される委員会を設置し、全体の方向性のほか個別項目の計画や進捗・見直し等について検討しつつ、事業を進めていく予定である。
添付資料1
平成21年度労働災害統計（休業4日以上死傷病災害）
合計　114,152件
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資料2
転倒災害の年度別発生件数比較
                        転倒　　　　転倒　　　 　転倒　　　 　転倒　　　　転倒
　　　　　　　　　　　　23,963件   22,474件    23,649件    24,792件    23,002件
　　　　　　　　　　　　（18.0%）  （16.9%）　  （18.0%）   （18.9%）    （20.2%）
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          合計       　 合計         合計　　　　　合計　　　　合計
  133,050件    132,936件    131,478件 　 129,026件   114,152件
　考察　　労働災害は平成21年度は減少傾向となった。
　　　　　転倒災害も発生件数は減少したが、他の災害の種類よりも減少傾向が少なく、結果として
　　　　　全災害に占める転倒災害の割合は増加となった。
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